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表
情
で
す
。

　
ま
た
「
こ
の
大
桜
は
一
日
一

日
、
ま
た
朝
か
ら
夕
方
で
表
情

を
変
え
、
飽
き
る
こ
と
が
な
く
、

朝
も
や
に
包
ま
れ
た
姿
や
、
農

作
業
を
終
え
て
見
た
月
夜
に
浮

か
ぶ
神
々
し
い
美
し
さ
は
、
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
で

す
。
あ
と
、
意
外
と
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
花
の
散
っ
た
後

2
、
3
日
後
の
葉
桜
も
お
勧
め

の
大
桜
」
で
す
。

　
吉
高
の
台
地
に
年
輪
を
刻
み
、

昔
は
地
元
の
人
し
か
知
ら
な
か
っ

た
大
桜
。「
多
く
の
人
が
訪
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
平
成
8
年
に
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
や
農
協
の
カ
レ
ン

ダ
ー
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
か
ら
で

す
」
と
当
時
を
振
り
返
る
の
は
、

「
吉
高
の
大
桜
を
守
る
会
」会
長
の

須
藤
謙
氏
。
現
在
は
海
外
か
ら
の

来
客
も
多
く
、
今
年
3
～
4
月
も

約
3
万
人
以
上
が
訪
れ
る
ほ
ど
に

人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
須
藤
会
長
も
「
お
客
さ
ん
に
喜

ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎
年
美

し
く
咲
き
続
け
る
よ
う
幹
の
周
り

に
囲
い
を
作
り
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
を

ま
い
た
り
、
平
成
7
年
か
ら
E
M

菌
の
肥
料
を
施
し
た
り
し
て
樹
勢

が
衰
え
な
い
よ
う
、
同
会
で
は
考

え
ら
れ
る
限
り
の
手
立
て
を
尽
く

し
て
い
ま
す
」
と
愛
情
に
満
ち
た

 人
が
集
い
 人
に
愛
さ
れ
る
大
樹

　
　
　
　
　「
吉
高
の
大
桜
」

広報レポーター： 宇野  
う の

 建夫 （小倉台）
た て お

葛
満
開
の
時
期
の
「
吉
高

の
大
桜
」。
樹
高
　
・
6
ｍ

10

の
大
き
さ
を
ほ
こ
り
ま
す

黄
砂
に
て
P
M
2
・
5
飛
び
来
た
り
わ
が
住
む
街
空
さ
な
が
ら
濁
る

大
　
森
　
　
　
小
島
　
綾
子

報
道
を
見
つ
つ
新
た
に
涙
湧
く
〝
三
月
十
一
日
〟
二
年
目
迎
へ

小
林
大
門
下
　
品
村
　
葉
子

春
し
ぐ
れ
止
み
し
歩
道
に
日
は
当
り
散
り
敷
く
椿
あ
は
き
影
置
く

小
倉
台
　
　
　
後
藤
　
貞
子

め
じ
ろ
等
の
桜
啄
み
散
ら
し
た
る
花
を
拾
ひ
て
器
に
浮
か
す

大
　
森
　
　
　
羽
方
　
政
子

あ
た
た
か
き
日
射
し
が
居
間
の
炬
燵
ま
で
届
か
な
く
な
り
三
月
と
な
る

　
別
　
所
　
　
　
熱
田
　
克
子

花
吹
雪
こ
の
身
未
踏
の
八
十
路
行
く

大
　
森
　
　
　
石
井
　
章
夫

の
ど
け
し
や
紅
白
帽
の
辻
ぼ
と
け

舞
　
姫
　
　
　
堤
　
貴
美
子

聖
五
月
朝
の
雲
脱
ぐ
遠
浅
間

内
　
野
　
　
　
葛
西
　
節
子

つ
つ
じ
描
く
一
番
筆
の
紅
に
じ
む

大
　
塚
　
　
　
廣
島
　
直
之

幽
明
の
無
常
な
る
世
や
朧
月

木
　
刈
　
　
　
宮
下
　
諄
子

　
そ
の
一
本
桜
を
見
る
に
は

ち
ょ
っ
と
し
た
試
練
が
あ
り
ま
す
。

毎
年
、
街
中
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が

満
開
を
過
ぎ
る
4
月
中
旬
。
樹
齢

3
0
0
年
を
超
え
る
と
い
わ
れ
て

い
る
「
吉
高
の
大
桜
」
は
、
大
き

く
広
げ
た
枝
の
先
に
花
芽
を
膨
ら

ま
せ
始
め
ま
す
。
駐
車
場
と
し
て

開
放
さ
れ
る
印
旛
中
央
公
園
（
瀬

戸
1
5
1
8
）
か
ら
徒
歩
約
　
分
。

20

試
練
と
は
い
う
も
の
の
、
春
の
日

の
中
、
ウ
グ
イ
ス
の
声
に
歓
迎
さ

れ
た
、
気
持
ち
の
良
い
行
程
で
す
。

　
ほ
ど
な
く
、
林
に
囲
わ
れ
た
畑

の
中
に
、
言
葉
に
尽
く
せ
な
い
気

品
を
漂
わ
せ
る
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
大

き
な
樹
形
が
、
姿
を
現
し
ま
す
。

こ
れ
が
市
の
天
然
記
念
物
「
吉
高

掲載情報は4月26日現在
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線38３）

俳
句

田
口
　
三
石
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバッグを持参しましょう。

　
目
立
た
な
い
地
味
な
存
在
だ
が
、

世
界
に
誇
れ
る
資
料
館
が
印
西
市

に
は
あ
る
。
印
旛
医
科
器
械
歴
史

資
料
館
（
舞
姫
1
―
1
―
1
）
だ
。

病
院
や
街
の
お
医
者
さ
ん
で
使

わ
れ
て
い
た
医
療
器
械
の
〝
お

宝
〟
展
示
館
。
蒐
集
品
は
な
ん

と
8
街
0
0
0
点
。
世
界
で
も

例
を
み
な
い
規
模
だ
。
た
だ
、

収
蔵
物
が
堅
い
イ
メ
ー
ジ
だ
け

に
地
元
周
辺
か
ら
訪
れ
る
人
は

比
較
的
少
な
い
。
が
、
医
学
に

関
わ
る
人
た
ち
…
現
役
の
医
師

や
看
護
師
、
臨
床
工
学
技
士
の

ほ
か
、
全
国
の
医
学
系
大
学
の

先
生
や
生
徒
な
ど
で
訪
れ
る
人

は
多
く
、
そ
の
方
面
で
の
知
名

度
は
ま
さ
に
全
国
区
。

　
常
設
展
示
は
約
6
街
0
0
0

点
。
大
正
～
昭
和
初
期
に
か
け

て
使
わ
れ
て
い
た
木
製
の
保
育

器
、
輸
入
品
が
圧
倒
的
に
多
い

医
療
機
器
の
中
で
、
初
め
て
国

産
化
さ
れ
た
脳
波
計
や
閉
鎖
循

環
式
麻
酔
器
、
同
じ
国
産
1
号

の
膀
胱
鏡
は
大
正
初
期
の
製
品
。

明
治
　
年
に
初
め
て
帝
王
切
開

18

手
術
に
成
功
し
た
時
の
器
具
類
、

国
立
郡
山
病
院
で
実
際
に
使
わ

れ
て
い
た
国
産
の
電
気
メ
ス

（
昭
和
　
年
ご
ろ
）
や
大
阪
大

26

学
で
心
臓
手
術
に
使
わ
れ
た
人

工
心
肺
装
置
な
ど
が
目
を
引
く
。

　
大
正
中
期
の
顕
微
鏡
写
真
装

置
（
慶
応
病
理
学
教
室
寄
託
）

や
昭
和
　
年
当
時
の
Ｘ
線
撮
像

32

装
置
（
大
阪
日
赤
）
が
現
在
の

も
の
に
比
べ
、
い
か
に
大
き

か
っ
た
か
比
べ
て
み
る
の
も
一

興
。
　
珍
し
い
も
の
で
は
、
世
界
で

初
め
て
全
身
麻
酔
を
用
い
て
乳

癌
手
術
を
成
功
さ
せ
た
華
岡
青

洲
が
使
っ
た
手
術
道
具
の
レ
プ

リ
カ
（
現
品
は
和
歌
山
大
学
に

保
管
）
も
あ
る
。
ま
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
梅
ち
ゃ

ん
先
生
」
に
使
わ
れ
た
蒸
気
消

毒
機
な
ど
の
小
道
具
類
は
同
館

か
ら
貸
し
出
さ
れ
た
も
の
だ
。

で
す
よ
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
須
藤
会
長
は
、
桜
の
近
辺
で
茶

店
も
開
か
れ
て
お
り
、
お
店
で
は

温
か
な
お
汁
粉
や
季
節
の
タ
ケ
ノ

コ
ご
飯
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。
帰

り
道
に
は
、
地
元
農
家
の
み
な
さ

ん
が
育
成
し
て
い
る
春
野
菜
の
ミ

ツ
バ
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
漬
物

や
草
団
子
な
ど
を
お
土
産
に
し
た

り
す
る
人
も
多
く
い
ま
し
た
。

　
帰
り
道
「
吉
高
の
大
桜
を
守
る

会
」
の
み
な
さ
ん
の
努
力
で
、
多

く
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
咲
き
続

け
て
い
る
大
桜
に
、
こ
れ
か
ら
も

わ
た
し
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

る
よ
う
、
思
わ
ず
振
り
返
り
、
手

を
合
わ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

■問 
印
西
市
観
光
情
報
館
（
緯
碓45 
5

3
0
0
）、
印
西
市
役
所
印
旛
支

所
地
域
づ
く
り
課
（
緯
碓98 
1
1
1

7
）、
経
済
政
策
課
（
緯
碓42 
5
1
1

1
）。

　
こ
の
ほ
か
に
も
約
2
街
0
0
0

点
の
機
器
・
資
料
が
出
番
を
待
っ

て
い
る
。

　
こ
の
地
に
資
料
館
が
誕
生
し
た

き
っ
か
け
は
合
併
前
の
印
旛
村
が

進
め
て
い
た
「
健
康
医
療
学
園
都

市
づ
く
り
」
構
想
だ
。

　
構
想
の
中
核
・
医
療
系
工
業
団

地
の
誘
致
を
計
画
し
て
い
た
村
当

局
と
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
な
ど
の

団
体
で
あ
る
日
本
医
科
器
械
学
会

（
現
・
日
本
医
療
器
械
学
会
）
と
の

出
会
い
が
あ
っ
て
平
成
　
年
に
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オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
同
館
へ
は
、
北
総
線
印
旛
日
本

医
大
駅
徒
歩
1
分
。
駐
車
場
あ
り
。

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
・
午
前
　10

時
～
午
後
4
時
開
館
。

　
ま
た
、
毎
月
第
一
月
曜
日
に
は

説
明
員
の
伊
澤
忠
さ
ん
の
名
解
説

（
要
予
約
）が
聞
け
る
。
入
館
無
料
。

■問 
印
旛
医
科
器
械
歴
史
資
料
館

（
緯
碓98 
1
3
9
0
）。　

広報レポーター：
 岡田  
お か だ

 芳文 （平賀）
よしふみ

印西市立印旛医科器械
歴史資料館

▲興味深い資料を伊澤氏（左写真中の右側）
が詳しく説明

▲大桜の思い出を語る須藤会
長（左）
滑大桜の保護のために肥料を
まく保存会のみなさん

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

①印旛中学校女子制服（18号、20号）・体操服（Ｌサイズ）・ブラウスなど②シン
グルベッド③犬の洋服④船穂中学校女子制服・ジャージ⑤プリンター⑥スキー
服（女性用）⑦インクジェットプリンタ用インク7色（1千円）⑧しおん幼稚園帽
子⑨千葉商科大学付属高校制服。

①わだ幼稚園男児、園服及び体操服②うす、きね③ロックミシン④大森小学校の体操
服⑤ピアノ（アップライト）⑥印西中学校の女子用制服と運動着⑦しおん幼稚園男児、
女児用ジャージ、男児、女児用体操服（大きめサイズ希望）⑧天神幼稚園男児、女児制
服、ブラウスなど⑨犬用乳母車⑩ ベビーカー⑪補聴器。

▲日露戦争時の「医 极    」（器械、
い き ゅ う

薬物、消耗品を収納した 行李 ）
こ う り


